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図 1

璽＿＿

特
設
の
軌
道
を
必
要
と
せ
ず
一
般
の
道
路
を

自
力
で
走
行
す
る
機
械
を
自
動
車
と
定
義
す
れ

ば
、
十
八
世
紀
中
頃
に
フ
ラ
ン
ス
の
N
I
I
J
.

キ
ュ
ニ
ョ
ー
が
発
明
し
た
蒸
気
機
関
で
走
行
す

る
車
両
が
世
界
最
初
と
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
約

1
0
0
年
が
経
過
し
た
一
八
七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
ド
イ
ツ
の

S
・
マ
ル
ク
ス
、
G
・
ダ

イ
ム
ラ
ー
、
K

・
ベ
ン
ツ
な
ど
が
内
燃
機
関
を

搭
載
し
て
自
走
す
る
車
両
を
発
明
し
、
自
動
車

が
社
会
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

＿
0
0
年
に
＿
度
の
巨
大
転
換

当
初
は
高
価
な
機
械
で
少
数
の
金
持
し
か
所

有
で
き
な
か

っ
た
が
、

＿
九
〇
八
年
に
ア
メ
リ

カ
の

H
・
フ
ォ
ー
ド
が
大
量
生
産
方
式
で
安
価

な
フ
ォ
ー
ド

T
型
を
生
産

（固
1
)、

一
気
に

社
会
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
の
自
動

車
社
会
を
実
現
さ
せ
た
。
現
在
で
は
毎
年
一
億

台
近
い
四
輪
自
動
車
が
生
産
さ
れ
、

一
三
億
台

が
世
界
を
走
行
し
て
い
る

（図
2
)。
世
界
平

均
で
は
六
人
に
＿
台
の
普
及
で
あ
る
が
、
ア
メ

リ
カ
で
は
一
人
に
一
台
に
接
近
し
て
い
る
。

こ
の

1
0
0
年
以
上
の
自
動
車
王
国
に
巨
大

図2 世界の 自動車普及台数 （億台）
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な
転
換
が
登
場
し
て
き
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る

言
葉
が
「
C
A
S
E
」
で
あ
る
。
「
C
」
は
コ

ネ
ク
テ

ッ
ド
で
通
信
機
能
の
付
加
、
「
A
」
は

オ
—
ト
ノ
マ
ス
で
自
動
運
転

、

「S
」
は
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
で
所
有
か
ら
利
用
へ
の
転
換
、
「
E
」

は
動
力
の
ガ
ソ
リ
ン
か
ら
電
気
へ
の
転
換
を
要

約
し
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
一

0
0
年
の

個
人
が
所
有
し
て
人
間
が
運
転
す
る
内
燃
機
関

の
装
置
が
根
底
か
ら
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

二
十
世
紀
初
期
か
ら
開
発
さ
れ
た
自
動
運
転

そ
の
中
核
と
な
る
技
術
が
自
動
運
転
で
、

九
二

0
年
代
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
。
初
期
は

無
人
の
自
動
車
の
後
側
を
有
人
の
自
動
車
が
追

走
し
、
無
線
で
遠
隔
操
縦
す
る
方
式
で
自
動
運

転
と
は
い
え
ず
、
戦
後
に
な
り
、
道
路
に
信
号

ケ
ー
ブ
ル
を
埋
設
し
、
自
動
車
と
道
路
が
無
線

通
信
を
し
な
が
ら
走
行
を
制
御
す
る
と
い
う
方

式
が
登
場
し
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
道
路
に

通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
埋
設
す
る
た
め
に
は
膨
大
な

経
費
が
か
か
り
、
実
用
は
無
理
で
あ

っ
た
。

一
九
七

0
年
代
に
な
り
、
自
動
車
に
カ
メ
ラ

を
搭
載
し
、
そ
の
画
像
を
判
読
し
て
操
縦
す
る

技
術
が
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
研
究
さ
れ
、
時
速

三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
走
行
可
能
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
を
契
機
に
世
界
各
国
の
大
学
や
企

業
が
同
様
の
方
式
で
自
動
走
行
す
る
技
術
に
挑

戦
し
は
じ
め
、

一
九
八
六
年
に
は
メ
ル
セ
デ
ス

・
ベ
ン
ツ
が
高
速
道
路
を
＿
般
車
両
と
一
緒
に

時
速
百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
行
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
歴
史
を
背
景
に
自
動
運
転
の
開
発

が
加
速
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
五
段
階
に
区
分

さ
れ
る
。
第
＿

は
ハ
ン
ド
ル
操
作
か
ア
ク
セ
ル

／
ブ
レ
—
キ
操
作
の
ど
ち
ら
か
を
自
動

、

第
二

は
両
方
を
自
動
に
す
る
車
両
で
、
す
で
に
市
販

さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
自
動
運
転
し
緊
急
の
場

合
は
人
間
が
代
行
、
第
四
は
高
速
道
路
な
ど
特

定
の
道
路
で
完
全
自
動
運
転
す
る
技
術
で
来
年

あ
た
り
に
実
用
に
な
る
。
第
五
は
人
間
が
一
切

関
与
し
な
い
本
当
の
自
動
運
転
で
あ
る
。

史
上
最
強
の
殺
人
機
械

い
ず
れ
は
第
五
段
階
も
実
用
に
な
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
が
、
な
ぜ
自
動
運
転
が
必
要
か
を

以
下
に
検
討
し
て
み
る
。
現
在
、
毎
日
の
よ
う

に
悲
惨
な
自
動
車
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
日

本
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
＿
九
七

0
年
が

最
大
で
一
万
六
七
六
五
人
で
あ
っ
た
が
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
、
エ
ア
バ
ッ
グ
な
ど
自
動
車
の
安
全

装
置
の
進
歩
や
罰
則
の
強
化
に
よ
っ
て
、
二
〇

一
八
年
に
は
三
五
三
二
人
と
、
約
五
十
年
で
五

分
の
一
弱
に
ま
で
減
少
し
て
き
た
（
図

3
)
。

し
か
し
、
世
界
で
は
二

0
0
0
年
の
一
―
三

万
人
か
ら
二

0
一
六
年
の
一
三
五
万
人
と
約
二

0
％
も
増
加
し
、
病
気
な
ど
も
対
象
と
し
た
原

因
別
死
者
数
で
は
十
位
か
ら
八
位
へ
上
昇
し
て

い
る
（
図

4
)
。
そ
こ
に
は
同
一
期
間
に
世
界

の
自
動
車
普
及
台
数
が
七
億
五

0
0
0
万
台
か

ら
一
三
億
二
五

0
0
万
台
と
一
・
八
倍
も
増
加

し
て
い
る
と
い
う
背
景
が
存
在
す
る
が
、
年
間

の
自
動
車
事
故
死
が
一
三
五
万
人
と
い
う
数
字

は
意
外
に
大
変
な
数
字
で
あ
る
。

図3 日本の自動車事故死者数 （万人）
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短
期
で
多
数
の
人
間
が
死
亡
す
る
原
因
は
疫

病
と
戦
争
で
あ
る
。

一
九
一
八
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
世
界
規
模
で
流
行
し
た

ス
ペ
イ
ン
風
邪

で
は
世
界
で
五

0
0
0
万
人
か
ら
一
億
人
が
死

亡
し
て
お
り
、
最
小
で
も
年
間
二

五
0
0
万
人

の
死
亡
で
あ
る
。
戦
争
で
は
第
＿
次
世
界
大
戦

で
軍
人
と
市
民
の
合
計
で
一
六
五

0
万
人
も
死

亡
し
‘

＿
年
で
は
約
四

0
0
万
人
に
な
る
。
同

様
に
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
五
三

0
0
万
人
で

一
年
で
は
八
八

0
万
人
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
世
界
規
模
の
疫
病
や
戦
争
で
は
交

図4 世界の原因別死者数 (2016: 万人）
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通
事
故
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
犠
牲
が
発
生
し

て
い
る
が
、
局
地
戦
争
で
は
以
下
の
よ
う
な
数

字
も
あ
る
。

一
九
五

0
年
か
ら
約
三
年
間
の
朝

鮮
戦
争
で
は
軍
民
の
合
計
で
二
五

0
万
人
が
死

亡
し
て
お
り
、

一
年
で
は
八
五
万
人
、

一
九
五

五
年
か
ら
二
十
年
間
も
戦
闘
が
継
続
し
た
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
で
は
軍
民
の
合
計
で
八
二

0
万
人
が

犠
牲
に
な

っ
て
お
り
、

一
年
平
均
で
は
四

0
万

人
に
な
る

（図

5
)
。

こ
れ
ら
の
数
字
と
比
較
す
る
と
交
通
事
故
の

死
者
が
多
数
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
り
、

趣
味
の
上
位
十
位
以
内
に
ド
ラ
イ
ブ
が
登
場

す
る
調
査
結
果
が
数
多
く
存
在
す
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
人
々

に
と
っ
て
無
人
運
転
は
迷
惑
な

存
在
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
道
路
に
は
渋

滞
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
。
二
0
一
四
年
の

ア
メ
リ
カ
の
調
査
で
は
、
人
々
が
渋
滞
の
渦
中

に
あ
る
時
間
の
合
計
は
年
間
六
九
億
時
間
、
ニ

0
一
六
年
の
日
本
の
調
査
で
は
五

0
億
時
間
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
も
趣
味
と
い
う
奇
矯
な

人
々
は
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
年
間
労
働
時
間
＿
七
八

0
時
間

で
割
算
す
る
と
、
上
記
の
損
失
は
三
九

0
万
人

分
の
年
間
労
慟
が
道
路
の
上
で
消
滅
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
同
様
に
日
本
の
数
字
を
年
間
労

働
時
間
一
七

1
0
時
間
で
割
算
す
れ
ば
二
九
〇

万
人
分
の
労
働
時
間
に
相
当
す
る
。
単
純
な
計

渋
滞
に
よ
る
時
間
損
失
の
解
消

九
六

0
年
代
に
交
通
戦
争
と
い
う
言
葉
が
流
行

し
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
最
近
の
自
動
運
転

の
実
験
で
も
事
故
が
発
生
し
て
い
る
か
ら
完
全

に
安
全
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
現
在

の
交
通
事
故
で
は
大
半
が
脇
見
運
転
、
漫
然
運

転
な
ど
運
転
す
る
人
間
に
原
因
が
あ
る
た
め
、

自
動
運
転
の
浸
透
に
よ
り
交
通
戦
争
が
終
焉
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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算
で
あ
る
が
、
日
本
の
平
均
年
収
四
三

0
万
円

を
掛
算
す
れ
ば
、

ー
ニ
兆
円
の
価
値
が
イ
ラ
イ

ラ
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
る
時
間
に
消
滅
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

自
動
運
転
が
普
及
す
れ
ば
、
高
速
道
路
で
は

途
中
か
ら
の
経
路
変
更
は
困
難
で
あ
る
に
し
て

も
、

一
般
道
路
で
は
全
体
の
渋
滞
を
最
小
に
す

る
経
路
に
各
車
を
誘
導
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

る
し
、
事
前
の
予
測
に
よ

っ
て
高
速
道
路
を
通

行
し
な
い
経
路
の
選
択
も
可
能
に
な
る
。
そ
れ

で
も
渋
滞
が
完
全
に
消
滅
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
た
自
動

車
内
で
は
、
そ
の
時
間
を
仕
事
や
趣
味
に
充
当

す
れ
ば
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

失
業
問
題
の
発
生

こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
革
新
技
術
は
既
存
の

社
会
秩
序
を
混
乱
さ
せ
て
き
た
が
、
自
動
車
も

同
様
で
あ
る
。

一
八
六
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
で

「蒸
気
自
動
車
法

（赤
旗
法
）
」
と
い
う
法
律
が

成
立
し
た
。
登
場
し
た
ば
か
り
の
蒸
気
自
動
車

が
公
道
を
走
行
す
る
と
き
に
は
、
市
内
で
は
時

速
三
キ
ロ
メ
—
ト
ル

、
郊
外
で
は
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
制
限
し
、
そ

の
五
十
五
メ
—
ト
ル
前
方

で
赤
旗
を
所
持
し
た
人
間
が
誘
導
し
、
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
を
義
務
と
し
た
の
で
あ
る
。

見
慣
れ
な
い
乗
物
に
よ
り
事
故
が
発
生
し
な

い
た
め
の
配
慮
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
は
既

存
の
馬
車
業
界
の
反
対
に
配
慮
し
た
制
度
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
自
動
車
産
業

は
出
遅
れ
、
三
十
年
後
に
法
律
が
廃
止
さ
れ
た

と
き
に
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
が
先
行
す
る
と

い
う
事
態
に
な

っ
て
い
た
。
日
本
で
は
ウ
ー
バ

ー
な
ど
民
間
の
配
車
サ
ー
ビ
ス
に
タ
ク
シ
ー
業

界
が
反
対
し
、
外
国
に
出
遅
れ
て
い
る
が
、
同

様
の
構
図
で
あ
る
。

現
在
、

七
万
人
、

あ
る
が
、

日
本
の
タ
ク
シ
ー
の
運
転
者
数
は
三

ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
八
三
万
人
で

そ
れ
ら
の
相
当
部
分
は
自
動
運
転
車

で
代
行
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
こ
れ

か
ら
の
人
口
減
少
、
高
齢
時
代
、
過
疎
社
会
と

い
う
社
会
現
象
を
前
提
と
す
る
と
、
自
動
運
転

車
は
有
望
な
手
段
と
な
る
。
全
国
で
鉄
道
や
バ

ス
路
線
が
次
々
と
廃
止
に
な
っ
て
い
る
が
、
情

報
社
会
に
不
慣
れ
な
過
疎
地
域
の
高
齢
の
人
々

に
自
動
運
転
は
重
要
な
社
会
基
盤
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
を
象
徴
す
る
流
行
の
言
葉

が

M
a
a
s
（モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ズ
・
ア
・
サ

ー
ビ
ス
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
移
動
と
い
う
業

務
は
機
関
車
、
自
動
車
、
飛
行
機
と
い
う
手
段

M
a
a
S
と
い
う
革
命

し
か
し
、

が
主
役
で
あ
っ
た
。

目
的
の
場
所
に

必
要
な
時
刻
に
人
間
や
貨
物
を
正
確
に
到
精
さ

せ
る
こ
と
が
移
動
の
役
割
で
あ
る
と
定
義
す
れ

ば
、
そ
の
役
割
を
様
々
な
移
動
手
段
が
競
争
し

て
提
供
す
る
の
が
情
報
社
会
で
あ
り
、
自
動
車

製
造
業
は
脇
役
に
な
る
。

前
回
も
紹
介
し
た
カ
ナ
ダ
の
英
文
学
者

M
.

マ
ク
ル
ー
ハ

ン
は
ー

B
M
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
企
業
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
い
う
計
算
機
械

を
販
売
す
る
会
社
で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
と
い
う
計
算
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会

社
に
転
換
す
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
た
。
そ

れ
を
目
指
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
レ
ン
タ
ル
方

式
に
方
向
転
換
さ
せ
た
—
B
M

は
最
高
の
時
期

に
は
世
界
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
八
割
を
提

供
す
る
企
業
に
発
展
し
た
。

巨
大
企
業
に
成
長
し
た
世
界
の
自
動
車
製
造

業
は
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
な
ど
自
動
運
転
の

ァ
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発
し
、
膨
大
な
地
図
情
報

や
顧
客
情
報
を
蓄
積
し
て
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
企
業
の
下
請
け
と
し
て
自
動
運
転
車

と
い
う
移
動
機
械
を
製
造
す
る
会
社
に
な
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。
情
報
技
術
は
既
存
社

会
の
秩
序
を
破
壊
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
最
初
の
実
例
が
自
動
運
転
車
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
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